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   Ultrasonography of both kidneys was performed, on 231 male and 220 females normal junior 
and senior high school age adolescents. 12 and 20 years. Kidneys grew in correlation with the 
age, height and body weight. 
1) Relationship between the kidney length and the age was y (mm) = 1.747x + 67.663 with 0.489 
  correlation coefficient and less than 1% risk rate in males, and y (mm) = 1.550x + 76.719 with 
  0.374 correlation coefficient and less than 1% risk rate in females. 
2) Relationship between the kidney length and the height was y (mm) = 0.305x + 43.852 with 0.360 
  correlation coefficient and less than 1% risk rate in males, and y (mm) = 0.589x + 9.042 with 
  0.367 correlation coefficient and less than 1% risk rate in females. 
3) Relationship between the kidney length and the body weight was y (mm) = 0.290x + 78.258 
  with 0.373 correlation coefficient and less than 1% risk rate in males, and y (mm) = 0.490x + 
  76.286 with 0.450 correlation coefficient and less than 1% risk rate in females. 
   No difference the right and left kidney length was recognized in either sex. The growth of 
female kidneys was faster than that of male kidneys between the ages of 14-17. No difference was 
observed in length of the right or left kidney or sex with the age group of 18 or over. 
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緒 言
著者は,第 一報で,乳 幼 。学童児腎の超音波計測結
果を報告 したが,本 論文では,と くに思春期にある中







より高校3年 までの生徒348人 と,東 邦大学医学部附
属大橋病院泌尿器科外来を訪れた同年代の患考で,腎
障害のない生徒と社会人103人,計451人 である,
















































































































対象451人 の身 長,体 重 の 発 育状 態 は,本 邦 の1982
年 度全 国 学校 保 健 統 計 調 査 に 基 づ く計 測値 とほ ぼ 同等
で あ った(Fig.i).
測定 に 使 用 した 装 置 は,ア ロカ製SSD300Real
timemechanicalsectorscannerで,探触 子 は3MHz
の ものを 使 用 し,ブ ラ ウ ン管 画 面 の 最 大径 は14cm
で,画 面 に 映 像 され る 断層 像 よ り,直 接 腎 の長 径 と厚
径 を測 定 した.測 定体 位 は腹 臥 位 で 走 査 した.
結 果
1。 腎 の計 測 値
1,男 子 の 腎 長 径 と厚 径値
男子 に おけ る左 腎長 径 の 平 均 値 は,Table2に 示
す ご と く,12歳 で は,88.7±8.6mm,厚 径 は40.5±
4.6mmで あ り,右 腎長 径 の 平 均 値 は,88.8±10.O
mm,厚 径 は38.2±3.lmmで あ った.
そ の後,加 齢 と と もに 腎長 径,厚 径 は 徐 々 に 発 育
し,20歳 で は,左 腎 の長 径 平 均 値 は,103.0±5.9mm
厚 径 は45.5±4.Ommと な り,右 腎 長 径 平 均 値 は
ioz.7±4.7mm,厚 径 は45.2±5.lmmで あ った.12





認められた.次 に,腎 の長径,厚 径値の左右差を検討
したが統計学的に有意差を認めなか った.
2.女 子の腎長径と厚径値











































































mmで あった.こ の年齢の女子腎は男子腎に比 して
長径,厚 径ともに増大傾向にあったが,統 計学的有意差
は認められなかった.そ の後,加 齢とともに腎長径,
厚径は発育 し,20歳 では,左 腎長径平均値は104.5±
5.9mm,厚 径 磁.5±3.4mm,右 腎長径平均値は104.5
±6.Omm,厚 径44.3±5.0皿mで あった.12歳 から20









したものである.14歳 より17歳 までの女子 の腎長 径




















































1.腎 長 径 と身長 との 関係
まず 思春 期 男 女 の 身長 の 発 育状 態 をみ る とTable4
の通 りで あ った.男 子 は,12歳 で 平均150.4±8・5cm
で あ るが,加 齢 と と も に 伸 長 し,20歳 で は,平 均
171.1±5.3cmに 達 した.一 方,女 子 は,12歳 で 平 均
150.5±6.2cmで あ るが,20歳 で は 平 均159.9±4.6
cmに 達 した.男 子 では,9年 間 に 約20cm身 長 増









































次 に,腎 長 径 と身長 と の 相関 を み る と,男 子 で は
Fig.6の ご と く,y(mm)=0.305x十43.852,相関 係
数0.360,1%以 下 の 危 険率 で相 関 が 認 め られ た.一
方,女 子 は,Fig.7の ご と く,y(mm)=0.589x十
9.042,相 関 係 数0.367,危 険 率1%以 下 で 相 関 を 認 め
た.
2.腎 長 径 と体 重 と の関 係
思春 期 男 女 の体 重 はTable5の 通 りで あ った.
まず 男 子 の体 重 は,12歳 で 平 均42.2±8,4kgで あ
った が,加 齢 と と もに 増 加 し,20歳 で は,平 均63.1
±5.5kgに 増 加 した.一 方,女 子 では,12歳 の 平 均











し,20歳 で は,47.8±5.4kgで あ った.
次 に,腎 長 径 と体 重 との 関 係 を み る と 男 子 で は,
Fig.8の ご と く,y(mm)-o.290x十78.258,相関係
数0.373,危 険 率1%以 下 で 相 関 が み られ た.
一方 ,女 子 は,Fig.9の ご と く,y(mm)=0.490x
+76.286,相 関 係 数0.450,危 険 率1%以 下 で 相 関 が






























































腎 の解 剖 学 的 計 測1・2),レ ン トゲ ン学 的 計 測3-5),超
音 波 学 的 計 測6・7)の歴 史 的背 景 と長 所,短 所 に つ い て
は,著 者 の第 一 報 に お い て論 じた.
思春 期 男 女 の 超 音 波 腎 計 測 は,HaugstvedtらA)
(ス エ ー デ ン)の10歳 よ り16歳 まで の15例(♂9,♀




法を用いて,12歳 か ら20歳までの主 として思春期男女
両性451例,902腎 の計測を行ないその発育状態を観察
した.そ の成績は,Table2,3に 記述した通 りであ
るが,以 下に著者の計測値 と他報告者の腎長径の計測
値を対比して検討 した(Table6).Rosenbaumら
の報告Yこは,性 別,左 右別の記載がな く,Hanら の
報告に も,性 別,左 右別,標 準偏差値の記載がないの
で正確な比較を期し難いが,著 者の計測値は,Rosen
baumら,Hanら の値 より低値を示 していた.し か
し,本 邦の仲島 ら11>(1980)の 成人(20歳,♂77例,
♀63例)の 右腎のみの計測結 果 よ り高値 であ り,
Lewisら12)(isso)の 成人(20例)に おける右106±









































おり,仲 島ら(1980)も20歳 前後の学生の超音波 腎
計測の結果か ら多少男性の腎が大きいと報告 してい










いる.著 者の測定結果でも,腎 長径は,男 女とも,年
齢,体 重,身 長 とそれぞれ1%以 下の危険率で相関す
ることが判明した,思 春期においては,男 子より女子
が,明 らかに早期に身長の伸長,体 重の増加があるの






思 春 期 の 中学 ・高 等 学校 生 徒 を 中心 に した 男子231
人,女 子220人,合 計451人 の超 音 波 断 層 法 に よる 左右
腎 の 計測 を行 な い,次 の結 果 を得 た,
1)腎 長 径 と年 齢 との 関 係 は,男 子 で はy(mm)=
1.747x+67.663,相 関 係 数0.489,危 険 率 く0.0正,女 子
で はy(mm)=1.550x+76.719,相関 係 数0.374,危
険 率くo.ofで あ った.
2)腎 長 径 と身長 との関 係 は,男 子 で はy(mm)=
0.305x+43.852,相 関係 数0.360,危 険 率 く0.01,女 子
で はy(mm)-o.589x+9.042,相関 係 数0.367,危 険
率 く0.Oiで あ った.
3)腎 長 径 と体 重 との関 係 は,男 子 で はy(mm)=
0.290x+78.258,相 関係 数0.373,危 険 率 く0.01,女 子
で はy(mm)=0.490x+76.286,相関 係数0.450,危
険 率 く0.01で あ った.
1747
4)12歳 より20歳 の間は,男 女両性とも腎長径の左
右差は認められなかった.
5)14歳 より17歳 の間は,男 子より女子の腎発育が
進んでいた.
6)18歳 以上では,腎 長径の左右差,性 差は認めら
れなか った.
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